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研究成果の概要（和文）：　最も大きな成果は、政治社会哲学にとっての多元主義的視座の重要性が、たとえば、明治
期における中江兆民や、戦後日本の政治思想を代表する丸山眞男においても自覚的に主題化されていること、とりわけ
、丸山眞男においては、ジェイムズやデューイに代表されるアメリカ・プラグマティズムの多元主義の意義の把握がそ
の政治思想の中核に据えられていることを確認することができたことにある。
　また、こうした現実の多元主義的構成をめぐる政治社会哲学的問題は、広島から福島原発事故後にいたる、いわゆる
核被害評価をめぐる問題にも関わるものであり、多元主義的視点の意義を具体的問題場面においても明らかにすること
ができた。

研究成果の概要（英文）： The most valuable result lies in our having been able to confirm the fact that 
the importance of the pluralist perspective for social and political philosophy was clearly thematized 
not only in Chomin Nakae of the Meiji period but also in Masao Maruyama, most representative political 
thinker of post-war Japan; especially in Maruyama, the significance of pluralism as represented by James 
and Dewey in American pragmatism was firmly grasped at in his understanding of the nature of political 
reality.
 Furthermore, we called into question philosophical problems regarding the pluralist construction of 
social reality in such concrete and urgent problems as concerning the so-called evaluation of radiation 
damage.
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１． 研究開始当初の背景 
 研究代表者の嘉指は、西田哲学の生成に大
きな役割を果たしたジェイムズ哲学の特質、
特に、その「地平」概念の多面的な意義の考
察を起点とし、研究に取り組んできた。こう
した研究の発展として、2007—8 年度には、
フルブライト客員研究員としてハーバード
大学にて、「ジェイムズ哲学の諸地平—プラグ
マティズム、現象学、多元主義の見地からの
検討」をテーマとした研究に携わった。その
間、多くの学会・研究会にも参加し、関心を
共有する研究者たちと交流を深め、国際的連
携を確かなものすることができた。また、
2009 年にフルブライト講師として来日した
S. Fesmire とは、神戸大学において共同演習
「行為的自己と環境世界—プラグマティズム
と京都学派」を英語で行い、共同研究の基礎
を築くことができた。さらに、2010 年 8 月
のジェイムズ没後百年記念国際会議（アメリ
カ）や、2011 年 9 月の『善の研究』出版百
年記念国際会議（ドイツ）では、本研究に直
結するテーマで発表し、きわめて肯定的な反
応を得ることができた。 
 
２．研究の目的 
 西田幾多郎は、ウィリアム・ジェイムズの
「純粋経験の哲学」、別名「根本的経験論」
を自らの立場として出発したが、ジェイムズ
が「現実の多元性」や「経験における断絶の
契機」を重視する多元主義を標榜したのに対
して、西田は「実在の根柢における無限の統
一力」概念を基底にして、独自の弁証法的哲
学を「場所の論理」として展開した。本研究
は、ジェイムズと西田の出会いの場となった
「純粋経験」概念の内実のみならず、両者の
哲学全体の基本的スタンスにおいて認めら
れるこうした大きな違いの意味およびその
社会哲学的・歴史哲学的な諸帰結を、アメリ
カやフランスにおける根本的経験論の継
承・展開の有り様と対比しつつ問い直すこと
を目的とした。 
 
３．研究の方法 
 研究代表者・嘉指は、まず、今までの自ら
の関連業績を踏まえつつ、特に、アメリカ、
日本、フランスにおける根本的経験論の展開
の特質を概観・整理し、加えて、連携研究者
や海外の研究協力者などと、適宜小規模でイ
ンフォーマルなワークショップを開催する
ことにより、各自の関連研究の相互理解及び
相互批判的検討を目指した。とりわけ、多元
主義としての根本的経験論が持ちうる社会
的意義に関しては、明治期における中江兆民
から戦後の丸山眞男などにおける多元主義
的思想の意義を確認し、さらに、ジェイムズ
やプラグマティズムの多元的民主主義論と
西田・京都学派の歴史哲学を対比考察し、さ
らに、非人道兵器の軍縮活動に国際 NGO と
して取り組んできている代表の実践的知
見・関連業績も活かした具体的考察・展開を

目指した。 
 
４．研究成果 
 最も具体的な成果は、政治社会哲学におけ
る多元主義的視座の重要性が、たとえば、明
治期における中江兆民や、戦後日本の政治思
想を代表する丸山眞男において自覚的に主
題化されていること、とりわけ、丸山眞男に
おいては、ジェイムズやデューイに代表され
るアメリカ・プラグマティズムの多元主義の
意義の把握がその政治思想の中核に据えら
れていることが確認できたことであり、今後
の研究の展開にとってきわめて大きな意義
を有する。また、こうした現実の多元主義的
構成をめぐる政治社会哲学的問題は、広島か
ら福島原発事故後にいたる、核被害評価をめ
ぐる問題の核心においても認められるとこ
ろであり、多元主義的視座の重要性を具体的
問題場面においても確認することができた。
これらの成果は、たとえば、2014 年度の日
本哲学会大会での外国語セッションにおい
て発表したのみならず、いくつかの国際会
議・研究会で公表し、おおむね大変高い評価
を得ることができた。そのうちのいくつかは
すでに日・英の論文集に収録されており、二、
三のものは近刊である。とりわけ、学会発表
6)は、参加者より大変ポジティヴな反応があ
り、学会発表 1)の基調講演につながったもの
であり、今年度中にヴェネチア大学出版局か
ら刊行される論集に収録される予定である。 
こうした活動を通じて、共通の関心を抱く研
究者との国際的ネットワークも格段と広が
り、現在、さらなる共同研究に取り組んでい
るところである。 
 さらに、「核と人類は共存できぬ」の言葉
で知られる森瀧市郎（1901〜1994）の活動と
思想の意義を、京都学派の末裔のそれとして
捉え直すことができた。嘉指は、現在、森瀧
の『核絶対否定への歩み』（1994）の改訂増
補版（2015 年夏刊行予定）の編集作業に取
り組んでおり、担当予定の解説においては、
京都帝大で学んだあと、広島（文理）大で教
え、「英国倫理研究」（1953）で博士号を取っ
た哲学者としての森瀧における「平和倫理」
の形成過程を、西田や田辺から受けた薫陶、
専門とした英国倫理研究、被爆体験などとの
関係において概観し、次に、「核絶対否定」
の思想の確立にとって決定的だったのは、海
外の科学者との交流などを通じ、低レベル放
射線のリスクを具体的に理解するに至った
ことであることを明らかにする。最後に、放
射線リスクをめぐる科学的・政治的言説の闘
いこそが、福島原発事故後も含め、ポスト・
ヒロシマの時代における生−政治の核心にあ
ることを確認する。「共存できないというこ
とは、人類が核を否定するか、核が人類を否
定するかよりほかないのであります。われわ
れは、あくまで核を否定して生き延びなけれ
ばなりません」と断言する森瀧の「核絶対否
定」の思想は、戦後同じように、「死の時代



としての核時代」について語った師・田辺の
思想も及ばぬ切迫性・具体性が満ちたものと
なっている。森瀧の思想のこうした捉え直し
は、戦後 70 周年を迎える今日、哲学研究の
枠も越えた、広い意義を認めることができよ
う。 
 今後の展望としては、本研究の問いを、京
都学派、さらには近現代日本思想にまで広げ
て考察して行きたい。西田・田辺・西谷など
の主要著作が英語等に翻訳されたこともあ
り、近代日本哲学に関する研究は、国際的に
も国内的にも大きな展開を示しつつある。し
かし、研究が多様化するに従い、とりわけ海
外の若手研究者にとっては、全体像を展望す
ることが難しくなってきており、また、日本
哲学の成果・意義も、より広い現代哲学の土
俵においては十分に認知されているとは言
い難い。こうした認識のもとに、京都学派を
中心としつつも、その前後・周辺も含めた近
現代日本哲学における主要論点として「自
覚」「美学」「平和」をめぐる問題群に照準を
あて、それらの現代的意義及び可能性の中心
を、脳科学、心理学、芸術学、社会学など、
関連諸分野の最新の知見とも交差させる形
で整理・明確化することにより、次世代の日
本哲学教育・研究の、より建設的な国際的展
開に寄与することを目指したい。 
 京都学派の最盛期は 1920-30 年代であり、
さまざまな意味において時代的制約は大き
く、とりわけ、時代状況とも密接に絡んだ「国
家と戦争」の問題に関しては、関連社会科学
の理論を考慮することなしには、単なる思想
史的研究の域を抜け出ることが困難である
と思われる。主要な二次的文献もバランス良
く踏まえ、すでに提出されている批判も真正
面から受け止め、かつ脳科学・心理学・社会
学などの関連諸分野における最先端の知見
とも照らし合わした上で、日本哲学の現代的
意義・可能性を明らかにすることを目指して
行きたい。 
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